


2.4評価方法

W」 処理面の処理深さの評価は、レーザ変位計(分解能 :3

μm)による測定結果に基づいて行った。このレーザ変位計を

用いた表面四凸形状測定に

おいては、平均処理深さ(処

理面の中心線からの計測距

離の絶対値の平均)を算出

した。 ″

今回用いた打継ぎ面一体

性評価のポイントは、以下

の 2点 である。

(1)初期ひび割れが打継ぎ

面で発生しているかどうか。

(2)初期ひび割れ発生荷重

が、一体打ち供試体のひび

割れ発生荷重と同等かどう

か。
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四-4打 継ぎ面の平均処理深さと強度比の関係
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40X

目視 5mm

40-5-1 0.484 1.047 X 併

0.439 0.953 X 併

50斉

目視 5田m

50-5-1 0.450 1.055 ○ 併

50-5-2 0.641 1.068 X 併

70斉

目視 58m

70-5-1 0.520 1.095 X 研

0.481 0.90S O 併

装-3コ ンクリートの圧縮強度(N/mmり

博/C40斉 博/C50% ‖/C70%
旧 ヨ ン ク リー ト 47.73 43.53 30.78

打継ぎコンクリート 51.44 38.82 26.81

↑
上
冊
剛
皿
‐―――
冊
叩
圏
↓

（
章

）
田

得

40       30      120

表 位《X 1 0 ‐・m 市)

田-2晴/C・50括目視処理 5mm

荷ロー変位
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四-3初期ひび割れ発生時における

荷露―変位モデル四

図・2は 、両引き試験における荷重とπ型変位計で測定し

たコンクリー ト部分の変位を示したものである。ここでは、

この様に実験で得られた結果を以下のように考えて一体性

の評価を行った。図‐3は、実験結果をモデル化した図であ

り、図中の荷重ftは、打継ぎの無い供試体から得られる

ひび割れ発生荷重または打継ぎ面以外で発生する最初のひ

び割れ荷室である。新旧コンクリー トが一体化していない

場合は、打牲ぎ部で最初にひび害1れが発生し、荷重 ftを

下回る (図中の①の線)。一方、新1日コンクリートが一体化

している場合は、荷重 ft以上の荷重で最初のひび割れが

発生する (例えば図の②、③の線)。

3.結 果および考察

図‐4は 、両引き試験におけるひび割れ発

生荷重の強度比と打継ぎ面の平均処理深さ

との関係を示したものである。この図より、

平均処理深さ0.35mmで は強度比が 1を下

回つている。なお、この場合には、打継ぎ

面で最初のひび割れが発生した。このこと

より、平均深さo,35mm以 下では、新旧コ

ンクリートの一体性が損なわれるものと考

景-4供 嵐体の一体性辞価結果

えられる。表‐4は 、水セメント比の違いが一体性に及ぼす影響を検討した結果を示したものである。この結果より、

いずれの水セメント比においても、新旧コンクリートが一体化しており、一体化に及ぼす水セメント比の影響は認

められない。

4.ま とめ

1)。打継ざ面処理の一体性は、両引き試験を用いて評価することができる。

2)。両引き試験による一体性の評価によると、平均深さ0.35mm以 下では、新旧コンクリートの一体性は劣る。
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